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0.89 ( 0.84 - 0.94 )　P=

　

RCT

文献数 コード

Forest plot

コメント： 異質性はあまり認められず、併用療法が単剤療法に比べ死亡リスクを有意に11％低下す
るという推定結果であった。

感度分析

Funnel plot

コメント： 出版バイアスの評価については、明らかな非対称性は認められない

コメント：施行せずその他の解析

メタリグレッ
ション

HER2陰性転移・再発乳癌に対する化学療法は単剤か併用かどちらが推奨されるか？

モデル

効果指標

方法

<0.0001

Cochrane 2009 (35)
Albain KS 2008
Sparano JA 2010
Nielsen DL 2011

HER2陰性転移・再発乳癌

単剤療法 (化学療法)

併用療法 （化学療法)

統合値

Random Effect

ハザード比

Inverse Variance (RevMan5.3)

CQ

Overall survival

研究デザイン
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0.8 ( 0.74 - 0.86 )　P=

　

モデル Random Effect 方法 Inverse Variance (RevMan5.3)

CQ

HER2陰性転移・再発乳癌に対する化学療法は単剤か併用かどちらが推奨されるか？

HER2陰性転移・再発乳癌 併用療法 （化学療法)

単剤療法 (化学療法) Progression free survival

研究デザイン

RCT

文献数 コード

Cochrane 2009 (26)
Albain KS 2008
Sparano JA 2010
Nielsen DL 2011

効果指標 ハザード比 統合値 ＜0.00001

Forest plot

コメント： 全体としては併用療法が単剤療法に比べ病勢進行のリスクを有意に20％低下するとい
う推定結果であった。中程度の異質性が認められが、薬剤や治療ラインによる可能性が
ある。

Funnel plot

コメント： 出版バイアスの評価については、明らかな非対称性は認められない。

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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1.28 ( 1.15 - 1.42 )　P=

　

モデル Random Effect 方法 Mantel-Haenszel method (RevMan5.3)

CQ

HER2陰性転移・再発乳癌に対する化学療法は単剤か併用かどちらが推奨されるか？

HER2陰性転移・再発乳癌 併用療法 （化学療法)

単剤療法 (化学療法) Overall response rate

研究デザイン

RCT

文献数 コード

Cochrane 2009 (45)
Albain KS 2008
Papadimitriou CA 2009
Sparano JA 2010
Nielsen DL 2011
Pallis AG 2012
Harvey VJ 2013

効果指標 リスク比 統合値 ＜0.00001

Forest plot

コメント： ORRは併用群で有意に高く、リスク比1.28（95％信頼区間：1.15-1.42）、P<0.00001であっ
た。異質性が認められるが、薬剤や治療ラインの違いによる可能性がある。

Funnel plot

isituseigatakakunattakanouseigaaru

コメント： 出版バイアスの評価については、やや非対称性が認められる。

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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1.18 ( 0.89 - 1.56 )　P=

　

モデル Random Effect 方法 Mantel-Haenszel method (RevMan5.3)

CQ

HER2陰性転移・再発乳癌に対する化学療法は単剤か併用かどちらが推奨されるか？

HER2陰性転移・再発乳癌 併用療法 （化学療法)

単剤療法 (化学療法) Toxicity; nausea and vomiting

研究デザイン

RCT

文献数 コード

Cochrane 2009 (29)
Albain KS 2008
Sparano JA 2010
Nielsen DL 2011
Pallis AG 2012
Harvey VJ 2013

効果指標 リスク比 統合値 0.26

Forest plot

コメント： Grade 3以上の嘔気、嘔吐出現頻度については併用療法と単剤療法で統計学的な差は
認められていない。異質性が認められるが、使用薬剤の毒性プロファイルによる可能性
がある。

Funnel plot

コメント： 出版バイアスの評価については、明らかな非対称性は認められない。

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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1.69 ( 1.36 - 2.11 )　P=

　

モデル Random Effect 方法 Mantel-Haenszel method (RevMan5.3)

CQ

HER2陰性転移・再発乳癌に対する化学療法は単剤か併用かどちらが推奨されるか？

HER2陰性転移・再発乳癌 併用療法 （化学療法)

単剤療法 (化学療法) Toxicity; white cell count

研究デザイン

RCT

文献数 コード

Cochrane 2009 (45)
Albain KS 2008
Sparano JA 2010
Nielsen DL 2011
Pallis AG 2012
Harvey VJ 2013

効果指標 リスク比 統合値 ＜0.00001

Forest plot

コメント： Grade 3以上の白血球減少症は併用群で有意に高く、リスク比1.69（95％信頼区間：1.36-
2.11）、P<0.00001であった。異質性が認められ、使用薬剤の毒性プロファイルによる可能
性がある。

Funnel plot

コメント： 出版バイアスの評価については、明らかな非対称性は認められない。

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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1.15 ( 0.91 - 1.47 )　P=

　

モデル Random Effect 方法 Mantel-Haenszel method (RevMan5.3)

CQ

HER2陰性転移・再発乳癌に対する化学療法は単剤か併用かどちらが推奨されるか？

HER2陰性転移・再発乳癌 併用療法 （化学療法)

単剤療法 (化学療法) Toxicity; alopecia

研究デザイン

RCT

文献数 コード

Cochrane 2009 (21)
Albain KS 2008
Papadimitriou CA 2009
Sparano JA 2010
Nielsen DL 2011

効果指標 リスク比 統合値 0.25

Forest plot

コメント： Grade 2以上の脱毛の出現頻度については併用療法と単剤療法で統計学的な差は認め
られていない。異質性が認められるが、使用薬剤の毒性プロファイルによる可能性があ
る。

Funnel plot

コメント： 出版バイアスの評価については、やや非対称性が認められる。

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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1.11 ( 0.74 - 1.66 )　P=

　

モデル Random Effect 方法 Mantel-Haenszel method (RevMan5.3)

CQ

HER2陰性転移・再発乳癌に対する化学療法は単剤か併用かどちらが推奨されるか？

HER2陰性転移・再発乳癌 併用療法 （化学療法)

単剤療法 (化学療法) Toxicity; treatment related death

研究デザイン

RCT

文献数 コード

Cochrane 2009 (45)
Albain KS 2008
Papadimitriou CA 2009
Sparano JA 2010
Nielsen DL 2011
Pallis AG 2012

効果指標 リスク比 統合値 0.6

Forest plot

コメント： 治療関連死の発現頻度については、異質性は低いが併用療法と単剤療法で統計学的
な差は認められていない。

Funnel plot

コメント： 出版バイアスの評価については、明らかな非対称性は認められない。

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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